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団体紹介 -2- 

【活動テーマ】 

障がいや生きづらさを抱える方々に対し支

援を行っていくことです。 

多くの方がより良い人間関係を育めるよう

応援し、あたたかい環境が人を元気にすると

いう文化を広めていくことです。 

【活動に至った経緯は？】 

 「人生をゆっくりと模索できる場所、人間

関係を安心してのんびりと育める環境をつく

りたい」という想いの実現に向けて、梨の木

工房を設立しました。 

 

【アピールポイントは？】 

多くの方々に当団体の活動を理解していた
だき、参加していただけるように、自分たち
の活動を公開し、様々な人々とコミュニケー
ションを図っています。 

【問題点、課題は?】 

 ３年を一つの目処として、社会人としての

マナーを身につけていただき、早く一般社会

へ巣立って欲しいと考えていますが、不景気、

若者の就職難等も重なり、現実は大変厳しい

状況にあります。また、仕事繰りも受注が減
少傾向にあり、先行きが懸念されます。 

【今後の方向性、展開】 

 作業所はまだ不足しています。自立も計画

通りにはいかなく、受入れ態勢の強化または

新しい作業所の設置が必要です。そのために

は様々な技量を持ったボランティアが必要で

す。例えば、行政への届出・申請が得意な方、

完成した商品をチェックしてくれる方、会計

のお手伝いをしてくれる方等々です。ご協力

をお願いします。 

【工夫している点】 

特別支援学校及び友和園を卒業した知的障

がいのある方とその保護者、そして指導員が

一体となり、ボランティアと共に力を合せて

地域における障がい者福祉の向上を図ってい

ます。 

【活動内容】 

① 組紐、ツル細工などを中心にした障がい

者小規模福祉作業所の運営 

② 社会人として独り立ちできるような教育

を含め、障害者自立支援法に基づく地域

生活支援 

③ 家族・本人を含む各方面からの相談業務 

 

 ＮＰＯ法人 生活の丘 梨の木工房 

《代 表 者》 井田 芳子 

 

《所 在 地》 〒273-0121 鎌ケ谷市初富 

８０２番地６９号 

《連 絡 先》 TEL  047-444-9227 

FAX  047‐444-9227 

 

【活動の目的は？】 

この法人は、障がい者に対して、障がい者

福祉に関する事業を行い、福祉の増進に寄与

することを目的としています。 

具体的には、知的障がいのある方に、作業

や地域との関わり合いを通して、社会性を身

につけていただき、一般企業への就労の足掛

かりを築くことです。 

【実績・成果】 

 週６日、一日６時間、平均８名の仲間が、

継続的に作業所に集まり、楽しく・和やかに

作業が継続できる環境が整い、且つ、厳しい

ながらも事業運営の目処が立ちつつある状況

にあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 過去に団塊世代の定年退職が近くなり、2007年問題などと社会的に 

クローズアップされたことがあった。 団塊世代が全員６０歳を超え

た今、マーケットの関心は衰えているように見える。しかし、行政・

自治体は今後も団塊世代への取り組みから逃げることはできない。地

域では行政・自治体の手の回らない分野が増えて四苦八苦している。

であれば、力と知恵を持て余している人たちの活躍の場は地域にある

のではないか。団塊世代の場合はまだ若く、会社での実務経験も忘れ

てはいない。そういう人たちと共に地域の問題について 

考え、活動し、解決していく場を作ってはどうか。 

本書は、団塊世代を地域に導きたい行政と、地域 

で自分を導きたい市民の両方にとって必要な要素が満載。 

団塊の世代の地域デビューへの一歩を力強く押して 

くれる１冊である。 

データでみる NPO・図書紹介 -3- 

図書図書図書図書のののの紹介紹介紹介紹介    

総合計画等に市民（ＮＰＯ）との協働が位置づけられていますか

の問いに「はい」と回答した市町村が４７団体（83.9％）に対し、

「いいえ」と回答した市町村が９団体（16.1％）でした。 

平成２２年２月１日現在 
 

データデータデータデータでみるでみるでみるでみる NPONPONPONPO 活動活動活動活動    

 

地域デビュー 

指南術 

著著著著        者者者者    シニアライフシニアライフシニアライフシニアライフ    

アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー    

                        松本松本松本松本すみすみすみすみ子子子子    

    

発行所発行所発行所発行所    東京法令出版東京法令出版東京法令出版東京法令出版    

 

図書図書図書図書のののの紹介紹介紹介紹介    

 

再び輝く団塊シニア 

この調査は、千葉県内市町村における市民（ＮＰＯ）との協働に関する状況を把握し、平成２２年度に実施する 

市町村とＮＰＯとの連携促進事業の推進に役立てるため、千葉県が、県内５６市町村の市民協働・市民活動担当課 

に対して調査票を送付し、実施したものです。 

  

～市町村における市民（ＮＰＯ）との協働に関するアンケート調査集計結果～ 

 

市民（ＮＰＯ）と協働したことがある分野で

回答が多かったのが、「環境」（３３団

体）、「福祉」（３１団体）、「子育て」（２６団

体）、「まちづくり」（２６団体）に対し、少な

かったのが、「雇用」（４団体）、「地域間

交流」（７団体)、「情報化社会」（１０団体） 

でした。 

市民（ＮＰＯ）と協働したことによる成果で、

回答が多かったのは「単独で実施するより

も、効率的、効果的に課題解決できた」（３７

団体）、「ＮＰＯの専門性、課題解決力を認

識できた」（１８団体）、「住民自らが課題解

決に取り組む仕組みができた」(１５団体) 

でした。 

＜＜＜＜市民市民市民市民（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）とととと協働協働協働協働したことがあるしたことがあるしたことがあるしたことがある場合場合場合場合、、、、どのようなどのようなどのようなどのような成果成果成果成果がありましたかがありましたかがありましたかがありましたか＞＞＞＞    

 

＜＜＜＜総合計画等総合計画等総合計画等総合計画等にににに市民市民市民市民（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）（ＮＰＯ）とのとのとのとの協働協働協働協働がががが位置位置位置位置づけられていますかづけられていますかづけられていますかづけられていますか＞＞＞＞    

＜＜＜＜今今今今までにどのようなまでにどのようなまでにどのようなまでにどのような分野分野分野分野でででで市民市民市民市民（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ（ＮＰＯ））））とととと協働協働協働協働したことがありますかしたことがありますかしたことがありますかしたことがありますか＞＞＞＞    

出所：千葉県ＮＰＯ情報ネット 



？？？？    

 

市民公益活動とは･･･営利を目的とせず、不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目的とし、自発的かつ継続的に行われる活動 

お知らせ・Q&A -4- 

発行者・所在地 鎌ケ谷市市民活動推進センター   鎌ケ谷市富岡 2-6-1 生涯学習推進センター（まなびぃプラザ）1 階 

T E L ／ F A X 047－401－0891  ／  047－401－0892    

URL／e-mai l http://www.collabo-kamagaya.jp/  ／  sikatu@city.kamagaya.chiba.jp    

助 成 金 情 報 助 成 金 情 報 

Ｑ．ＮＰＯ法人は雇用保険に加入しなければならないか？ 

Ａ．１週間の労働時間が２０時間を超える職員がいる場合には、法律上強制加入となります。

但し、事前に労災保険に加入していることが原則になっています。雇用保険は、原則と

して役員（理事、監事）は加入対象になりませんが、有給職員としての業務を兼務して

いる理事（使用人兼務役員）は、雇用契約を法人と結び、ハローワークの認可を受ける

ことによって、加入できます。理事長は雇用主となるため加入することはできません。

また、６５歳以上の方も加入できません（労災保険には加入できます。）詳しくは、最寄

のハローワーク、社会保険労務士に相談してください。 

〈「NPOなんでもどこでも相談 100問 100答」より〉 

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人とととと雇用保険雇用保険雇用保険雇用保険    
Q&&&&     A  

お 知 ら せ 

．・☆・．・写真の説明・．・☆・． 
 

私達「ほたる子ども会」は 3年前より子どもゆめ基金の助成活動
として＜忍者になって遊ぼうよ＞という活動を行っています。この
活動は、遊びのプロ集団＜アフタフ・バーバン＞の経験豊富なスタ
ッフの方をご講師としてお招きし、「子どもと大人がいかに関わっ
ていけるか」という大きなテーマを目的としています。なんだかわ
からないけどおもしろい！って思える瞬間を味わうことのできる
遊び・・・そんなことの積み重ねが大事なんだと気づかされる＜忍
者になって遊ぼうよ＞。3年目の今年は初めての夜の修行＜闇忍者
＞を行いました。11 月 5 日（金）の夕方、鎌ケ谷中学校に集まっ
た高学年の子ども達。始まる前から子ども達の興奮は Max で、修
行が始まってもその状態は変わらず、「暗闇も何のその！」のパワ
ーに圧倒されました。闇の中に隠された宝を一つ残らず探し出せた
時の子ども達の達成感は暗闇の中でもはっきりとわかりました。2
日目の低学年の昼の修行。新鎌ケ谷駅近くの公園につながる道には
ふろしきをかぶった＜ちび忍者達＞があふれていました。町の人達
の好奇の目もなんのその！ちび忍者達は修行に夢中でした。今回の
＜忍者になって遊ぼうよ＞でも子ども達との沢山の＜おもしろい
＞に出会うことが出来ました。鎌ケ谷市の子ども達がこの＜おもし
ろい＞にいっぱいいっぱい出会えるまでこれからもこの活動を続
けていこうと思います。 
 

＊ 会員数 ５０名 ＊活動状況 年７～８回 
＊ 月会費 ０円  ＊年会費 １００円 
＊ 連絡先 ほたる子ども会 代表 武波 憲子 
＊ ＴＥＬ 047-767-9911 
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公益信託公益信託公益信託公益信託    ちばぎんちばぎんちばぎんちばぎんハートフルハートフルハートフルハートフル福祉基金福祉基金福祉基金福祉基金    
＜助成の趣旨＞ 

  千葉県内で行う社会福祉に係わる事業に対し、その事業資金を助成するもの。  

＜助成対象者＞ 

 千葉県内に主たる活動拠点がある法人又は団体（法人格は問わない）に助成する。 

＜助成対象事業＞ 

 障害者・高齢者・児童の各福祉事業に対する事業資金の一部又は全部を助成する。 

＜助成金額＞ 

 総額８００万円の予定。助成金は１件当たり２０万円～１００万円（８０万円標準） 

 とし、１０件程度を決定する予定です。 

＜募集期間＞ 毎年、４月１日から５月３１日の予定。 

       平成２３年度も実施の予定。詳しくは受託者 

       住友信託銀行（03-3286-8218）にご確認下さい。 


